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ニッケルメッキ層の組織と再結晶
The　Structu［e　and　RecrystaTlizftt［On　of　Nickel　PLaled　Lnyer

　　西川精一・長山和雄・小林繁美

　各種ニッケ’レ．メッキ層の加熱に伴幹皿織変化について

速報する．ニッ卸レメッキ層の機械的性質は，電解浴糸l／

成添加剤などによって大きく変化する乙とはよく知ら

れている．代表的な二・・ケルメワキとして普通のワット

法，不溶解自極法，スルファメート法の3種を選んだ．

　　　　　　　　表・1　メッキ条件
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二．ノケルメッキ層の再結晶軟1ヒ

写真・1　スルファメートニッケルメッキ層
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写真・2　ワットニッケルメッキ層
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写真・3　スルファメート法＝ッケルメッキ層：メッキまま

写真・4　ワット法＝ッケルメッキ層：メッキまま

　　写真・5　スルファメート法ニッケルメッキ層：40D°C×2hr
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　〆リキ屓は1．司加］二材≧は「紅∫るが，

電τ｝1咋の残柵応力によ一て．加誤すろ．！

再結1「コ歓［ヒする亙向がある．その軟r二特

性そ旨’く1・1に示Lナニ．硬貧のス1し77メ

ー　トift二　．ノ　ノrノレ　ズ　．ノキ「甫1ま，　　i窪ヲ‘Ui百し度う：

きt．．1て高くVHN　4⊂101巨い／ピ〔を示して

いるが，加、．郎：伴うill餐1．II軟化二急激て

ある．

　．三ころか軟凱）；，ワ・．’卜it’　；’．tttヶルブ．ン

キ層は陶期硬度もV日N16⊂1亀度て低

く，再1・とコ71iP’化tじこi－、1・：くい，

　前者はきわめて残留応力の汰きいノッ

キ法であるから二の結黒は当1の二とと

考えられるが、紅桟の比：二IC：よ呪てさら

に検討を加えた，

　tッキ「尋の断面組織を光学頑微鏡で1二二

察したのが，写戻・1および写一ヒ「・2て

ある．スルファメート法」Dメリキ／曼は非

常に微細な結1．1「の屡状hl造にな＝ている

が，［ット法つズ．ノヰ膏ぱ開瞭な柱i状昴

を示しており，結晶は非：・E’に．粒大でち

昼．　7DO「C　eこなる　と，　L㌔ず君Lも｝令間倉」工

材の再結品組織のよ’1．：，大き強深：1ゴ．

ンに成長している．その些目大化はス〃フ

ァS一卜法の方がはスかに激しい．

　スルファメート法二7アルメ．ンキ．「”・7／

結1早r構造は非常に微細てあって，光学顕

微垣でi＃半ll別し1：くい．化学的茸刀謳で

は‘幽アモ1し77スニvケルレ1と表現され

るほど微細である．その結戸購ILを逓過

電顕でLらべたのが，写真・3～写莫・6

である．参．言のため制「卸．見野回折像を添

廿した．

　電解ままのワ．ント濠メ．ソ午層に，う1三学

顕微鏡にも示されていξ1ように，大きい

ニソケ，レ特有の双昌σ）多い構造てあ1），

転位な．ども少ない．こ胆を4DO℃で2

時問力q熱Lノニものは写京・6に示しノニよ

うに、カ・なり結「騙’の胆1ブく　／tヒした願向力ζあ

1；1，また．L界膨動で取し残5れた転位か

結品「勺に少呈現劉しているのが認めら↑こ

こ．ブ1日とともに結コ」み位界が丁琶解研彗

によ一．て優先的に111出丁る傾向が強くな

π，

　スルファメート法＝t）tケルメッギ層は

透過電露〔によっても，その微結贔粒の粒

界が見分けにくいほど微紅であり，また

複雑である．写真・3のメソヰままの組
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織に現われていろコントラストは，その

明るい所は孔になっているのではなく，

ブラッグ条件を満足したものであり，暗

視野にすれば反転する．制限視野内にも

デバイ環を完全に形成するに十分なだlt

のやや優先方位のある徴細像結晶の存在

していることがわかる．これを400℃で

2時間加熱したのが写真・5である．泣

界の優先的な溶出がかなり激しくなり，

結晶粒は1～2μに成長している，粒内に

存在する欠陥構造などは写真の、Lではと

らえにくい．　（1965年11月10日受理）

写真・6　ワット法ニッヶルメッキ層1400℃×2hr

01旧IIII川lll川III川III睡1川ll川IINIIIt川lrl川IIII闘III川III川1川II：IIIIII川川1川II川III川ll川1爬III阻tHl川IIII川Ill剛ll11111田II川IIIII川Ill川Illlllli111il川IMIIIN川川Illllllllllmll鵬111［Illllllll【lllll臆III開川【1川【ll：川闘llll闘llll肌1匹鵬

1

　　　　　　　　　　　　東京大学生産技術研究所報告刊行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　15　巻　　第　2　・弓・

　　　　　　　　　　　　　　坪井善勝・川ロ　　衛著
　　　　　　　　DEEIGN　PROBLEMS　OF　A　SUSPENSION　ROOF　STRUCTURE
　　　　　　　　　　　　　－TOKYO　OLYMPIC　SWIMMING　POOLS－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（英　　　文）

　　　　　　　　　　　　　吊り屋根構造の設計と問題点
　　　　　　　　　　　　　　　一東京オリンピック水泳競技場一

　1964年に開催された東京オリンピックのために野いくつかの競技施設が建設されたが，著者らはこのう

ち，水泳競技場とバスケ．ノト競抜場の構造設計を行なった．

　本報告は，水泳競技場に採用された吊り眠根構造の設計の概要と，設計途上において生じた諸問題とその

解決について述べたものである．

　報告の内容は，

建物の構造概要と魔根曲面の決定

理論的解析

実験的解折

風に対する安全性の検討

減衰系の設計

構造部材の詳細設計

完成建物の実測

となっている． （1965年11月発行）
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